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lelevationmap_tohoku.html）   

 
 

デジタル標高地形図は，地形の起伏

が表示されているので地形特徴を直感

的に理解させることができます。東北

地方や岩手県の地形図を生徒に見せる

と，他地域との比較や関係付け等によ

り三陸ジオパークの広大な地形の特徴

に気付かせることが期待できます。 

本資料集では，「地球」を柱とする 

領域の時間や空間のスケールの大きさ

やダイナミックさなどに触れさせ，自

然事象への見方・考え方を広げさせる

ことができる実践を紹介します。 

https://www.gsi.go.jp/kankyochiri/degitalelevationmap_tohoku.html
https://www.gsi.go.jp/kankyochiri/degitalelevationmap_tohoku.html
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１ 本資料集の作成について 

三陸ジオパーク推進協議会では,岩手県と連携し,「三陸ジオパークをテーマとした

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」を展開することにより，ジオパーク活動（保

全，観光・地域振興，教育の３つの活動を通じて，持続可能な社会を実現していく活

動）における教育活動の推進を図ること」を目的とした取組を行っています。この取

組の一環として、モデル校による三陸ジオパークを活用した授業（平成 30 年度１校，

令和元年度３校,令和３年度３校）を実施しています。 

上記の目的は，「中学校学習指導要領解説理科編」（以下，「解説」）の 129 ページに

示されている内容「自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について，科学的に考

察させ，持続可能な社会をつくっていくことが重要であることを認識させる。（中略）

利便性や快適性を求めるだけでなく，次世代への負の遺産とならないように，持続可

能な社会をつくっていくことの重要性が高まっていることを示している。こうしたこ

との重要性に気付かせる意味でも，理科の学習の果たす役割は大きい。」と共通する部

分があります。 

そこで，中学校における理科等の授業づくりの参考資料集を，以下(1)～(3)を踏ま

えて作成しました。 

(1)  時間的・空間的な視点で捉えるために 

「地球を柱とする領域」の学習では，生徒たちに時間や空間のスケールの大きさ

やダイナミックさなどに触れさせることで，自然事象への見方・考え方をさらに広

げさせることができます。そこで，授業では，2013 年 9 月に日本ジオパークとして

認定された「三陸ジオパーク」の特徴を生かし地域教材として活用することが有効

です。「三陸ジオパーク」には，様々な特徴がありますが，「解説」を踏まえて，学

習内容として着目できる点を３点示します。 

① 南北約 220㎞，東西約 80㎞にわたる日本一広大なジオパークである。 

② 国内研究の先駆けとなった化石や，連続性が良く標準層序とされた地層も数多く

分布し，地球規模の変動や生物の繁栄と絶滅の歴史を理解する上で，世界的にも

恵まれた地域である。 

③ 三陸地域の内陸部は，なだらかな北上山地であり，その中央部に位置する早池峰

連峰の岩盤は５億年以上の歴史があり，形成過程の全く異なる南北地域の境界で

ある。 

(2)  学習内容への興味・関心を高めるために 

「解説」には，「大地の成り立ちと変化に関する学習を進める際には，身近な地域

の実態に合わせて地形や地層，岩石などの観察の機会を設け，興味・関心を高めるよ

うにする。」と示されています。このような観察などの体験的な学習は，主体的に学

習に取り組む態度を育成するとともに，学ぶことの楽しさや成就感を体得させたり，

身近な自然への関心を高めさせたりする上で有効です。このような学習を実施するた
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めに，三陸ジオパークや身近な地域を教材化したり，各地域にある施設などと連携，

協力を図ったりすることが考えられます。 

(3) 持続可能な社会をつくっていくために 
「持続可能な社会」をつくるための行動は，地域の社会的・文化的背景や，対象と

なる生徒の発達段階によっても異なります。重要なことは，「地球上で起きている様々

な問題の重要性について生徒が認識し，学びを通して行動するための資質・能力を育

むこと」，これが理科の学習でも求められています。 

 

以上(1)～(3)を踏まえ，本資料集では，中学校「大地の成り立ちと変化」及び「人間と

環境」の単元内で三陸ジオパークを地域教材として活用した「学習指導案」等を掲載しま

した。本資料集が授業づくりの一助となることを期待します。 
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２ 本資料集の活用について 

本資料集は，三陸ジオパークの地域教材を学習で活用しやすくするために，以下(1)

～(4)を掲載した構成になっています。 

(1) 単元構成の工夫について 

「大地の成り立ちと変化」は４つの、「自然と人間」は２つの学習内容で構成され

ています。本資料集の「４ 授業実践紹介」では，各校の単元指導計画を示しまし

た。これらは，地域教材を扱う授業実施に参考となるものです。 

(2) 学習指導展開について 

実践されたモデル授業をイメージしやすいように，展開内容に板書や図等の写真を

示しました。また，指導の工夫・留意点等も示しており，広く学校の教員が活用の参

考にしやすいようにしました。各実践は，すべて１時間扱いですが，様々な実態等に

応じて，扱う時数や展開内容を工夫することができます。 

(3) 岩手県内中学校において広く活用することについて 

モデル授業は，実施校の生徒や教職員，授業者，三陸ジオパーク関係者各位ととも

に協力して実施されました。本資料集には，授業実践に役立つ情報等を掲載していま

す。今後も，学校教育の場だけでなく，地域の博物館，各市町村行政などのより多く

の関係者と協力しながら，地域教材を活用した教育への取り組みの共有を期待します。 

(4)  理科の目標を達成するための指導について 

「解説」には，「理科の目標を達成するためには，科学的に探究するために必要な

観察，実験などを行い，知識及び技能と思考力，判断力，表現力等を相互に関連させ

ながら，身に付けるように指導することが大切である。」と示されています。 

さらに，「思考力，判断力，表現力等を育成するに当たっては，大地の成り立ちと

変化について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分

析して解釈し，地層の重なり方や広がり方の規則性や，地下のマグマの性質と火山の

形との関係性などを見いだして表現させることが大切である。その際，レポートの作

成や発表を適宜行わせることも大切である。」と示されています。（下線追記） 
上記の資質・能力を育成するための単元構成例として，以下の①②が考えられます。 

① 教科書教材を地域教材に置き換えて指導すること 
② 教科書教材を活用して指導した後に発展的な学習として地域教材を示し，事物・

現象の規則性や関係性を見いだして表現させること 
上記(1)及び(2)の中には，①②の指導実践例が紹介されています 
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３ 単元構成の工夫 

   指導計画の作成においては，生徒や学校の実態に応じて，多様な学習活動を組み

合わせて授業を組み立てていくことが重要であり，理科の特質に応じて効果的な学

習が展開できるよう配慮していくことが必要です。 
「大地の成り立ちと変化」は，４つの学習内容「身近な地形や地層，岩石の観察」，

「地層の重なりと過去の様子」，「火山と地震」，「自然の恵みと火山災害・地震災害」

で,「自然と人間」は,「生物と環境」,「自然環境の保全と科学技術の利用」で構成

されています。 
  本資料集で紹介する各校の実践は，「地域教材の活用」に関しては共通していま

すが，授業者のねらいにより，指導順序や地域教材の活用の仕方は異なっており，

単元構成が工夫されています。 
例えば、「大地の成り立ちと変化」では,５ページ以降で紹介している各校の学習

指導案（略案）の単元の指導計画を参考にすると，下記の表のようにまとめること

ができます（表に示す数字は，各校の学習指導案（単元の指導計画）に示されてい

る時数）。各校の実践は，主に「地層の重なりと過去の様子」と「火山と地震」の

学習に取り組む際に，「地域教材」を扱っています。また，各学習内容を指導する

順序や学習内容の組み合わせを工夫しています。指導計画の詳細については，各校

の授業実践を参照してください。 
 

 【例：「大地の成り立ちと変化」（５校）】 

学習内容 田野畑中 野田中 新里中 越喜来中 侍浜中 

身近な地形や地層，岩石の観察 
・地層のでき方，重なり方，広がり方 
・過去の環境と地質年代 

 

１ 

   

１ 

１～３ 

地域教材

活用 

地層の重なりと過去の様子 
・地層の重なり方，断層，褶曲，堆積岩 
・地層の堆積環境の推定（構成物，示相
化石） 
・地層の生成年代の推定（示準化石） 

２～９ 

地域教材

活用 

５，６ 

地域教材

活用 

 ２～８ 

地域教材

活用 

４～11 

地域教材

活用 

火山と地震 
・火山の形，噴出物，マグマの性質 
・火成岩（火山岩と深成岩）の組織（斑

状組織，等粒状組織），色の違い（鉱
物の種類・割合） 

・地震の揺れの大きさや伝わり方，地震
の原因， 
・震度，震源，初期微動継続時間，地震
の規模 
・地球規模のプレートの動きと地震分布 

  

 

１～３ 

 

７～10 

地域教材

活用 

 

 

１～14 

地域教材

活用 

  

自然の恵みと火山災害・地震災害 
・自然の恩恵 
・火山活動や地震発生の仕組み 
・火山現象，地震災害，津波被害の特徴 
・各関連機関の活用（情報入手，利用等） 

 

10 

 

11～12 

 

15 

 

９ 
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４ 授業実践紹介  
田野畑村立田野畑中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 Ｔ１滝川 加奈子 Ｔ２山崎 隆士 

１ 日 時 平成 30 年 11 月 14 日（水） 

２ 学 級 １年１組（男子 6名 女子 18名 計 24名） 

３ 単元名 大地の変化 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習内容 学習活動 

 

１ 
1地層のでき方 

・地層の堆積実験 

 

・実験で，粒子のサイズにより粒子の動きや堆積の速度が違う

ことに気づく。 

・侵食・運搬・堆積と関連づけて地層のでき方を理解する。 

・れき・砂・泥の粒子の大きさと堆積場所の関係を理解する。 

 

 

２ 

2堆積岩 

・堆積岩の観察 

 

・前時の地層の堆積実験の結果と関連づけて堆積岩の粒子のサ

イズから堆積環境を推定し表現する。 

・各堆積岩が粒子のサイズにより区分されていることを理解す

る。 

・堆積岩と火成岩のちがいを指摘する。 

 

３ 

３地層や化石から 

わかること 

・示相化石・示準化石

の観察 

・層序や地層の構成物（粒・化石など）から，その場所の環境

の変化を推察し表現する。 

・層序と堆積順の関係を理解する。 

・示相化石と示準化石について理解する。 

 

 

４ 

４大地の変動 

・褶曲・断層と 

プレート 

・ヒマラヤ山脈でアンモナイトの化石が見つかる現象に興味を

もち，意欲的に理由を考える。 

・身近な場所の，褶曲・断層の有無に興味をもち調べる。 

・隆起や褶曲，断層についてプレートの動きと関連づけて理解

する。 

 

５ 

5 身近な大地の歴史を

調べる 

・地層の調べ方。 

・露頭観察の計画 

・三陸ジオパークに指定されている田野畑の露頭（宮古層群）

について興味をもって調べる。 

・柱状図の作成のしかたや読み解き方や読み解くことの意義を

理解する。 

６ 

７ 

８ 

【観察 4】身近な地層で

調べる大地の歴史 

・田野畑の野外観察 

・田野畑の大地の歴史について興味をもち，積極的に推察のた

めの手がかりを集めている。（地層の構成物・地層の重なり

方・傾き・鍵層・化石など） 

・器具を正しく用いて調査をし，地層観察の結果を記録する。 

 

 

９ 

観察結果を整理 

・地層から過去の堆積

環境や災害等の出来

事，地質年代を推察 

・田野畑の大地の歴史に興味をもち，推察したことを現在の地

域の自然や社会など様々なことに関連づけて考える。 

・地層に記録されていることを読み取り，大地の歴史（堆積環

境・災害・地質年代・変遷）を推察し表現する。 

・離れた地点の地層の様子から地層の広がりを推察し表現する。 

 

10 

６地層がかかわる災害 

・日本の土砂災害 

・田野畑の土砂災害や

ハザードマップ 

・日本で土砂災害の多い理由を理解し説明する。 

・田野畑で過去に起きた土砂災害やハザードマップについて興

味をもって調べ，どのように未来の社会づくりをしたら良い

かと関連づけて考える。 
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５ 本時の学習 

（１）主題 地層から過去の堆積環境や災害等の出来事，地質年代を推察する 

（２）目標 

地層に記録されていることや離れた地点の地層の様子を読み取り，大地の歴史や地層の広が

りを多面的に推察し表現することができる。 

（３）指導構想 

事前に行った露頭観察で作成した柱状図や記録をもとに，地層の構成物や地層の重なり方や

広がり方，化石等について話し合わせ，過去の記録である地層から地域の大地の歴史について，

生徒同士の関わりを意識した授業の中で多面的に読み取らせる。 

（４）展開 

過程 学習活動 〇指導上の工夫・留意点  ☆評価 

導 
入 
５ 
分 

１  前時までの学習
（既習事項，学習課
題，予想）を想起す
る 

 
 

〇露頭観察する際に立てた学習課題や予想を確認させる。 

 
 
 
 
 
 
展 
開 
35 
分 

 
 
２ 学習課題を追究す  
 る 
(1) 観察結果を確認す  

る 
(2) 観察結果について 

考察する 
・結果について分
析・解釈を行い，
考察を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地層の広がり】 
 
 
 
 
 
 

 

 

【田野畑の大地（宮古 
 層群）の広がりを実 
感させるモデル】 
 
 

 
 
〇露頭観察の際に作成したＣ地点の柱状図と各地点の層や化石の
写真，各層の様子の記録を確認させる。 

〇柱状図，各地点の露頭の写真，各層の記録から以下の点について
考察（推察）させる。 

・層や堆積物の様子からそれぞれの層が堆積したときの様子 
・柱状図で各地点のつながりと各層の過去の様子 
・赤い鍵層をもとに，地層の広がり，堆積物の粒の様子，堆積順の

共通点，層序 
 

  
【Ａ 平井賀漁港】      【Ｂ ハイぺ海岸】 
 

  
【Ｃ 平井賀】        【Ｄ 鳥越】 

 

田野畑の大地の過去の様子を柱状図や記録をもとに分析したらどのような大

地の歴史が推察できるだろうか 
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・考察について話し合 
 う 
 
 
 
 
 
 
 
 

【考察】 
 

 

【Ａ～Ｄ地点 
①～③の３つの層】 

 
 

(３)結論を出す 

 
 
 
 
 
 

・化石から堆積環境・  
地質年代 

・津波石や堆積物から
過去に津波があった
こと 

 

 

 

 

 

〇考察をもとに観察 
地点の大地で過去 
にどのようなこと 
があったかを話し 
合わせる。 
                  【化石】 
 

 
【考察 ①～③の層について】 
〇発表及びノートへ記述させる。 
 
◇結論を発表させる 
 
 
 
 
 
 
 
☆地層に記録されていることを読み取り，地層の重なりや広がり
を見出し，層序・変遷・大地の広がり・堆積環境・地質年代・
津波について他者の意見と関連付けて推察し，大地の歴史を説
明できる。（発表・ノートへの記述）【思考・表現】 

 
 
 
 
終 
末 
10 
分 

３ まとめる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 本時の学習を振り

返る 

〇現時点での田野畑の大地（宮古層群）についての研究内容を伝
え，宮古層群の成因や過去の出来事についてまとめさせる。 

〇過去の内容，未来の内容を整理し，次時の学習につなげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇本時で理解が深まったこと，考えが広がったこと，疑問に思っ
たこと，田野畑の大地について感じたことを振り返らせる。（過
去や未来の内容を整理し，次時の学習につなげる） 

☆田野畑の大地の歴史に興味を持ち，推察したことを現在の地域
の自然や社会など様々な事に関連づけて考えようとしている。 

           （振り返りシートへの記述）【興味・関心】 

 

宮古層群の過去の様子は，羅賀層は，土石流堆積物などが，扇状地や網状河川で堆積
し，褶曲や断層もみられる。田野畑層は二枚貝やサンゴやウミユリの化石が見られるこ
とから暖かく浅い海であったと推察できる。平井賀層は，田野畑層より沖合で堆積し，
化石（アンモナイトなど）が産出されることから白亜紀中生代に堆積したと考えられ，
津波堆積物もあることから津波があったと考えられる。その上に明戸層という層があ
る。そして，平井賀・ハイペ・島越に分布していることから，過去にはこの層がつなが
っていたと考えられる。 

田野畑村の大地（観察地点）は，過去にＡ～Ｄ地点の層はつながっており，①の層は，
扇状地などで堆積し，地震や陸地の隆起もしくは海水面の下降などがあったと推察でき
る。②の層は，温かく浅い海の海岸に近いところで堆積したと解釈できる。③の層は温
かく浅い海のやや沖合で堆積し，津波もあったと推察できる。白亜紀中世代に堆積した
と考えられる。 
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＜参考資料＞ 
「教育研究岩手第 107 号（令和元年 12月 18日発行：岩手県立総合教育センター）」に 

本実践を含めた内容「《教材開発》地域資源を活用した地学授業の実践 三陸ジオパー 

クの教材化を通して」が掲載されています。（右側 QRコード） 

〇学習シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〇学習後 

田野畑の 

大地の説明 
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４ 授業実践紹介 
野田村立野田中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 橋 本 奈 々 

１ 日 時 令和元年９月２日（水） 

２ 学 級 １年Ａ組（男子 12 名 女子 17名 計 29名） 

３ 単元名 大地の変化 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習内容 学習活動 

 

 

１ 

火山の姿 ・日本には火山が集中していることに気づき，事象を日常生活との関わりで

考える。 
・世界の火山の分布から，日本の特徴を知る。 
・世界の火山分布図を見て，日本の火山の分布や火山と生活の関連について

説明を聞く。 
 

２ 

マグマと

火山 
・マグマの粘性の違いと火山の形を関連付けて考える。 
・火山の形はなにによってきまるのかを考える。 
・石膏を用いた実験から，マグマのねばりけと火山の形の関係性について考

える。 

３ 

４ 

火山灰に

ふくまれ

る物 

・双眼実体顕微鏡を用いて鉱物の色や形を記録する。 
・火山灰の中にある鉱物の種類と特徴について基本的な概念を理解する。 
・火山噴出物である火山灰には何が含まれているのかを考える。 
・双眼実体顕微鏡で火山灰を観察し，鉱物のスケッチを行う。 

 

５ 

６ 

大唐の倉

にある火

山層の観

察 

・大唐の倉の地層を観察し，地層の重なり方や規則性について基本的な概念

を理解する。 
・大唐の倉の地層はどのようにしてできて，どんな層からできているのかを

考える。 
・大唐の倉の地層を観察し，その地層が降り積もったときにどんなことが起

こっていたのかを考える。 
 

 

 

７ 

大唐の倉

の火山灰

からわか

ること 

・岩手山の火山灰との比較を通して，大唐の倉に火山灰を積もらせた火山の

形やマグマの性質を推論する。 
・大唐の倉の火山灰はどんな特徴を持った火山から噴き出したものなのかを

考える。 
・大唐の倉の火山灰と岩手山の火山灰を比べ，共通点や違いについてまとめ，

火山の形やマグマの性質について考える。 
・三陸ジオパークガイドのゲストティーチャーから，大唐の倉に積もった火

山灰からわかる火山についての説明を聞く。 

 

 

８ 

９ 

10 

火山活動

と岩石 
・火成岩の粒の大きさの違いに気づき，特徴を記録する。 
・火山岩と深成岩の組織の違いと成因の関連について考える。 
・火山岩と深成岩は冷え方の違いにより，特徴に違いがあることについて基

本的な概念を理解する。 
・マグマの冷え方と火成岩のつくりには，どのような関係があるのかを考え

る。 
・数種類の火成岩の組織の観察を行い，火成岩の鉱物の大きさや割合に着目

し，分類，説明する。 
・火山岩と深成岩のスケッチをする。 

11 

12 

火山活動

による災

害 

・過去の火山活動と災害の記録を調べる。 
・火山活動がもたらす災害に私たちはどのように対処したらよいかを考える。 
・過去の火山活動についてどのような記録があるか調べる。 
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５ 本時の学習 

（１）主題 火山の形，活動の様子及びその噴出物の組織の違いを成因と関連づけて捉える。 
（２）目標 

野田漁港の大唐の倉の火山灰の地層や岩手山の火山灰の中に含まれる鉱物について，観察を
通して火山の形やマグマの性質を推論することができる。 

（３）指導構想 
野田村にある大唐の倉の地層にある火山灰と，生徒が誰でも知っている岩手山の火山灰を観

察し，比較することで，大唐の倉に積もった火山灰は，どんな火山であったかを推論させる。
さらに，自分たちの住む地域について詳しく知るために，三陸ジオパークガイドのゲストティ
ーチャーを招き，現地で観察したり，専門的な説明を受けたりしながら学びを深めさせる。そ
して，まだ解き明かされていない大地の成り立ちの不思議について興味を深め，調べる価値の
ある宝が野田村にあることに気付かせる機会とする。 

（４）本時の展開 

過程 学習活動 〇指導上の工夫・留意点  ☆評価 
 
導 
入 
５

分 

１ 前時の確認 
大唐の倉について

わかったことを発表

する。 
 

〇大唐の倉を現地に行き，   
観察してわかったこと，  
火山灰の層があったこ 
と，火山灰からわかる 
ことについて確認させ   
る。 
 
 
 

 
【大唐の倉（テレビ映像）】 

 
 
 
 
 
 
 
展 
開 
30 

分 

 
２ 検証計画の立案 

課題を解決するた

めに，何を観察すれ

ばよいか考える。 
  
 
 
 
 
 
 
 
     【観察方法】 
３ 観察 

わんがけを終えた

岩手山と大唐の倉の

火山灰を観察し，比

較して気付いたこと

を記録する。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
〇課題解決のために， 

何を調べるかを考 
えさせ，発表させ 
る。 
 
 

 
 
 
 
 
           【火山灰で分かること，調べること】 
 
〇大唐の倉の火山灰から 
火山をイメージするた 
めに，生徒たちが知っ 
ている岩手山の火山灰 
と比較して考えること 
を補足する。 

・双眼実体顕微鏡，方眼 
用紙付シャーレを使用  
する。             【観察の様子】 

〇大唐の倉の火山灰と岩手山の火山灰を比較する際に，方眼紙の

ひとつの正方形の中にある有色鉱物と無色鉱物の比率に着目し

するように注意を促す。 

大唐の倉の火山灰はどんな特徴を

持った火山から噴き出したものだ

ろうか。  



- 11 - 
 

４ 結果 
  観察からわかった

事実を記述し，発表

する。 
 

 
 
 
５ 考察 
  結果から考えられ

ることを推論し，グ

ループで共有する。 

 
【結果】 

〇有色鉱物と無色鉱物の比率や火山灰に含まれる鉱物など，観察

によって分かったことだけを書くように支援する。 

 
【ホワイトボードに推論したことを記入】 

☆岩手山の火山灰との比較を通して，大唐の倉に火山灰を積もら

せた火山の形やマグマの性質を推論している。【思考・表現】 
 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

15 

分 

６ まとめ 
三陸ジオパーク認

定ガイドの島川さん

から大唐の倉の火山

灰はどんな火山から

噴き出したのか話を

聞く。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
７ 振り返り 

〇今現在，大唐の 
倉にある火山灰 
から推論できる 
火山について説 
明する。 

 
         【ゲストティーチャーによる説明】 
〇大唐の倉にある火山灰から推論できる火山について，不明な点

があること，大地の成り立ちについては，まだまだ解明できて

いないこともあることを補足説明し，今後も調べる価値のある

宝が野田村にあることに気付かせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【野田村の地層の成り立ち（出典：産総研地質調査センターウェブサイト）】 
 
〇自分たちが，知っている知識を活用すると，今現在見ることの

できない火山やマグマの性質についても推論できることに気付

かせる。さらに，新たな疑問を持たせたりしながら次への学習

へつなげさせる。 
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＜参考資料＞ 

〇学習シート 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇地質図の活用 

授業で活用した「産業技術総合研究所 地質調査総合センター」のホーム 

ページ（右側に QRコード）で検索できる「シームレス地質図」。 

 
出典：産業技術総合研究所 地質調査総合センターウェブサイト（https://gbank.gsj.jp/seamless/） 

野田村 

https://gbank.gsj.jp/seamless/
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４ 授業実践紹介 
宮古市立新里中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 鈴 木 貴 大 

１ 日 時 令和元年 10月 31日（木） 

２ 学 級 １年Ａ組（男子５名 女子３名 計８名） 

３ 単元名 大地の変化 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習内容 学習活動 

１ 火山やマグマ， 

岩手県の活火山 

・火山に様々な形があることに関心を持ち，その理由を調べる。 

・活火山の定義について，時間的なスケールに着目する。  

 

２ 

マグマの性質と 

火山の形の関係 

・マグマのねばりけの違いと，火山の形を関連付けて考え，説明する。 

・小麦粉を用いた実験を行い，体感的にマグマのねばりけと火山の形の

関係ついて考える。 

３ 

４ 

火山の噴出物 ・鉱物各種の色や形に着目してスケッチをして分類する。 

・鉱物の種類や形，特徴に着目させて観察する。 

 

５ 

６ 

火成岩の種類， 

つくり（火山岩，

深成岩） 

・冷え方の違いによって，火山岩と深成岩に分けられることを理解す

る。 

・火山岩，深成岩の実物を観察し，つくりを捉える。 

 

７ 
火成岩の鉱物組成 ・火成岩を，含まれている鉱物の割合で分類する。 

・図表を用いて，鉱物の割合に着目する。 

 

８ 

浄土ヶ浜について ・浄土ヶ浜について意欲的に調べる。     

・浄土ヶ浜に関する事前アンケートをもとに浄土ヶ浜への興味関心を高め

る。 

９ 

10 

11 

12 

浄土ヶ浜への実習 

 

・浄土ヶ浜の岩石の観察を積極的に行い，浄土ヶ浜の成り立ちについて考え

る。  

・浄土ヶ浜の岩石を安全に観察し，視点を持って観察する。 

・観察の視点として，岩石の組織，色，鉱物や浄土ヶ浜の形状に着目す

る。 

 

13 
浄土ヶ浜実習の 

観察結果の整理 

・浄土ヶ浜の岩石の観察結果を整理する。       

・実習時の写真や記録をもとに整理する。 

 

14 

(本時) 

浄土ヶ浜の成り 

立ち 

・浄土ヶ浜の成り立ちを，流紋岩の性質やでき方，現在の浄土ヶ浜の形

状から推測し，説明する。 

・火成岩の鉱物組成や火成岩の特徴についての図表を確認し，岩石の特

定の手がかりを得る。 

15 火山活動による 

災害 

・火山活動がかかわる災害について知り，その対策を考える。 

・個人や自治体にできることは何かを考える。 
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５ 本時の学習 
（１）主題 身近な場所である浄土ヶ浜が，どのようにつくられ現在に至るのか。 
（２）目標 

浄土ヶ浜の成り立ちを，流紋岩の性質やでき方，現在の浄土ヶ浜の形状から推測し，説明す
ることができる。 

（３）指導構想 
身近な場所として浄土ヶ浜を扱い，常に時間的なスケールを意識させていく。人類の歴史や

活火山の定義から考えると，マグマが貫入した 4000 万年前というのは，はるか昔の話である。
一方で生物の歴史や地球の歴史からすると，4000 万年前というのはごく最近のことである。時間
の長さに関して，長く感じることもできれば短く感じることもできる楽しさというのも感じさせ
たい。単元の終末には，未来の浄土ヶ浜の姿についても考えさせ，大地の変動が過去と現在だけ
で起きているものでなく，未来も続いていくことを意識させたい。 

（４）展開 
段階 学習活動 〇指導上の工夫（留意点） ・予想される考え  ☆評価 

 
 
 
 
 
 
導
入 
５ 
分 

１ 前時までの
学習を想起す
る。 

 
 
 
 
２ 学習課題を
確認する。 

 

〇実習時の写真を提示し，前時のノー 
トを振り返らせる。 

〇「4000万年前なんらかの理由で浄 
土ヶ浜の岩石ができたあと，様々 
なことがあって現在の浄土ヶ浜に 
至る」という言葉を思い出させる。 

・白い岩肌であった。            【海岸線の様子】 
・浄土ヶ浜にはピラミッドのような 
岩があった。 

・海岸線が複雑だった。 
〇学習課題を提示し，本時は 4000万 

年前から現在に至るまでの出来事 
を，科学的根拠をもとに考察して 
いくことを伝える。   
 
 
   

 【成り立ちの様子】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
展
開 
37
分 

 
３ 予想を確認
する。 

 
４ 検証方法を
確認する 

 
 

 
５ 観察結果を
確認する。 

 
 
６ 浄土ヶ浜の
岩石について
考察する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○どんな予想を立てているかを確認させる。 
・火山の噴火で浄土ヶ浜は出来た。 
・大きい岩がけずれて現在の形になった。 
○何を調べれば浄土ヶ浜の成り立ちが考えらえるかを確認させる。 
〇浄土ヶ浜で過去に何が起きたかを知るためには，岩石の種類を知る必要が
あることを確認させる。（例えば堆積岩なら海底で堆積したこと等） 

・岩石の種類。    ・浄土ヶ浜の形状。 
○浄土ヶ浜の岩石の写真を提示し，観察結果を確認させる。 
・ビジターセンターの岩石に石英が入っていた。 
・マグマが流れたあと(流理構造)があった。 
・岩石の色は白い。 

○観察結果から，浄土ヶ浜の岩石の種類を 
考えさせる。 

〇火成岩の鉱物組成の図，地図，観察記録 
（流理構造，色，鉱物組成等）を提示する。 
〇シームレス地質図を用いて，浄土ヶ浜が 

流紋岩で形成していることを確認させる。                  
〇組織や有色鉱物の割合に注目させる。       
〇現在の浄土ヶ浜に至る流れを図や言葉を     【観察結果】 
用いて考察させる。 

・白い岩なので，流紋岩や花崗岩か。 
・岩石のつくりは等粒状組織ではないようだ。 
・有色鉱物が少なくガラスの部分が多いことから，流紋岩の可能性がある。 

浄土ヶ浜はどのような成り立ちでできたの

だろうか。 
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７ 4000万年前
から現在まで
浄土ヶ浜では
どのような現
象が起きたか
を予想する。 

(1) 流紋岩ので
き方につい
て 

(2)現在の浄土
ヶ浜の形状
について 

 
 
 
 
 
 
 
８  4000 万年
前から現在ま
での浄土ヶ浜
の成り立ちに
関する考察を
発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 浄土ヶ浜の

形成について

知る。 

 

 

 

10 浄土ヶ浜の

成り立ちにつ

い て 話 し 合

う。 

○浄土ヶ浜実習の結果を掲示し，浄土ヶ浜の流紋岩のでき方を考えさせる。 
・噴火が起きて流紋岩ができた。 
・流紋岩ということは，地表か地表近くでマグマが急激に固まったはず。 
・噴火が起きた。山ができた。それが臼木山かな。 
・海底火山の噴火で流紋岩ができた。 
・地表付近で急激に冷やされた。その後隆起した。 
・すぐ近くに火山があった。 
・岩手山からの溶岩が流れてきた。 
・流紋岩なので，マグマの粘り気は強いマグマがもとにできているはずだ。 
○ピラミッド状の岩石や複雑な海岸線がある理由を考えさせる。 
〇もろい部分(節理)を想起させ，現在も風化が進んでいることを確認させ
る。 

・風雨で侵食作用があった。 
・臼木山ができたあと，流れる水のはたらきで削られた。 
・波の影響で風化，侵食された。 
・はじめから，小さな流紋岩の山が点在する形であった。 

浄土ヶ浜の成り立ちを，流紋岩の性質やでき方，現在の浄土ヶ浜の形状

から推測することができる。(科学的な思考・表現) 

 
○4000 万年前から現在に至るまで浄土ヶ浜に起こったことを考えさせる。 
〇流れる水のはたらきや波の侵食に注目させる。 
〇複雑な地形はどのようにできるのかを想起させる。 
・火山が噴火して流紋岩ができた。その後，侵食があった。 

 
【浄土ヶ浜の成り立ちについての考察】 

 

〇4000 万年前，地表付近でマグマが急激に冷やされて流紋岩ができたこ

と，及びその後，地表が隆起し，風雨や波で，風化，侵食されて複雑な海

岸線をもつ浄土ヶ浜ができたことを説明する 

・波の影響で削られた。 

・長い時間で浄土ヶ浜はできている。 

 

○浄土ヶ浜の成り立ちについて話し合わせる。 

〇現在は観光するのにいいタイミングであり，適度な侵食具合であることを

説明する。 

〇図を用いて説明を行う。 

・流紋岩ができて隆起した。その後風化されて浄土ヶ浜はできた。 

・急激にマグマが冷え固まって流紋岩ができ，その後風化や侵食で現在の浄

土ヶ浜はできた。 

 
終
末 
８ 
分 

11 まとめを行

う。 

 
 
 
12 振り返りを
行う。 

〇本時のまとめを行う。 

浄土ヶ浜は，地中でマグマが急激に冷やされて流紋岩ができた。そし
て，隆起し，風雨や波で風化，侵食されたことにより，現在の浄土ヶ浜
ができた。 

〇ワークシートに記入させる。 
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＜参考資料＞ 
〇学習シート 

 
〇板書計画 
課題 
 浄土ヶ浜はどのような成り立ちで 
できたのだろうか。 
 
観察結果 
 
 
 
・石英 ・等粒状組織ではない 
・白い岩石 ・マグマが流れたあと 

浄土ヶ浜の岩石
→流紋岩だと考
えられる。 
 
4000 万年前→現在 
(1)流紋岩の形成 
 マグマが地表付近で急激に冷え固ま
り，その後隆起した。 
(2)現在の浄土ヶ浜の形成 
 4000 万年の中で風雨や波で流紋岩
が侵食されて現在の形になった。 

□浄土ヶ浜の形成 
 
 
 
 
まとめ 
 浄土ヶ浜は，地中でマグマが急激に
冷やされて流紋岩ができた。そして，
隆起し，風雨や波で風化，侵食された
ことにより，現在の浄土ヶ浜ができ
た。 

 

図 ⇒ 図 ⇒ 図 ⇒ 図 

写真 写真 写真 
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４ 授業実践紹介 

大船渡市立越喜来中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 佐 藤 由 之 

１ 日 時 令和元年 12月５日（木） 

２ 学 級 １年Ａ組（男子２名 女子６名） 

３ 単元名 大地の変化 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習内容 学習活動 

１ 地層のでき方 ・地層，風化，侵食，運搬，堆積を説明する。 

・れき，砂，泥はどのように運ばれ，地層をつくるのかを考える。 

 

２ 

堆積岩 ・堆積岩の観察を進んで行う。 

・堆積岩が粒子の大きさにより区別されていることを理解する。 

・堆積岩にはどのような特徴があるのかを考える。 

３ 地層や化石からわか

ること 

・示相化石・示準化石の考え方を理解する。 

・地層や化石から，どのようなことがわかるのかを考える。 

 

４ 

大地の変動 ・大地の隆起やしゅう曲，断層の成因をプレートの動きと関連づけ

て説明する。 

・山脈や山地はどのような力でつくられるかを考える。 

 

５ 

身近な大地の歴史を

調べる 

・柱状図の書き方を理解する。 

・地層に記録されていることを読み取り，大地の変動を推察する。 

・大地の歴史を調べるには，どのようなことをまとめればよいかを

考える。 

 

６ 

７ 

８ 

(本時) 

身近な地層で調べる

大地の歴史 

・地層の観察を積極的におこない，その地域の大地の歴史について

考える。 

・大地の変動を探るために，地層に記録されていることを読みとり，

調査結果をまとめ，説明する。 

・地層に記録されていることを読み取り，大地の変動を推察し，古

環境の変遷を推定うる。 

・私たちが生活する大地にはどのような歴史があるのかを考える。 

 

９ 

地層が関わる災害 ・日本で土砂災害が起きやすい理由を理解する。 

・どのようなときに，どのような場所で土砂災害は起こるのかを考

える。 
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５ 本時の学習 

（１）主題 示相化石・示準化石を通して，三陸の当時の環境を推論する。 

（２）目標 

大船渡市内の露頭より採集された示準化石・示相化石から，観察を通して大船渡市があった

場所の年代と当時の環境，プレートの動きから，今住んでいる三陸の大地がどのように生まれ

たのかを推論することができる。                     

（３）指導構想 

地元である日頃市町で見つかった化石の観察を行い，示相化石と示準化石の知識を基に，大

船渡市の過去を推論させる。更に，今まで見てきた越喜来の景色が，プレートの運動によって

長い年月をかけて大陸移動をしてきた結果，今の形になっていることを推論させる。 

振り返りでは，越喜来の時間的な見方を働かせながら，現在の越喜来，これからの越喜来に

ついて主体的に考えさせたい。 

（４）本時の展開 

過程 学習内容と活動 ○指導上の工夫（留意点） ☆評価 

導 

入
５
分 

１ 前時の確認
をする 

〇大船渡市で採集された化石の名称，化石からわかったことについて
確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【大船渡市で採取された化石の確認(スクリーン・タブレット使用)】 
 

 
 
 
 
展 
 
 
開 
 
25 
分 
 

 

 
２ 予想する 
 
 
 
 
 
 
３ 情報の整理 
 課題解決のた

めに，今まで
の情報を整理
する 

 
 
 
 

 

〇大船渡の過去を予想させ，発表させる。 

 
 
 

【予想】 

〇課題解決のために， 
今まで行ってきた 
観察から得た情報 
を発表させる。 
 
 

 
 
                 【地質年代表】 
 

私たちが生活する大船渡の大地はどのような成り立ちでできただろうか 
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４ 考察する 
  結果から考
えられること
を推論し，グ
ループで共有
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 発表する 

〇示相化石，示準 
化石から読み取 
れる情報を整理 
させ，その年代 
においての環境 
をつなげさせる。 
また，地球の表 
面をおおうプレ 
ート，その動き 
にも着目するよ 
う注意を促す。    【地球を覆うプレートの動き】 

 
☆示相化石・示準化石，プレー 
トの動きから大地の変動を推 
察し，大船渡市の過去の姿を 
推論している。【思考・表現】 

 
 
 
 
                【タブレットを使用しながら考察する様子】 
 
〇考察をもとに各グループ発表を行う。 

  

  
【各グループの発表内容】  

 
 
ま 
と 
め 
 
 
20 
分 

６ まとめ 
 ゲストティー

チャーから三
陸のなり立ち
についての話
を聞く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 振り返り 

 

【ゲストティーチャーによる説明】 
 
 
 
 
〇自分たちの知識から，過去の三陸の姿を推論できることに気づかせ，
興味・関心を持たせることで新たな学習へつなげる。 

※赤道から大陸が移動してきた５億年という時間的な見方を働かせる
ことと三陸に押し寄せている津波の時間的関係などから，今と今後
の越喜来について自然との共存という観点から主体的に考えさせ，
発表させる。 

私たちが生活する大船渡の大地は，もともと赤道付近にあり，プレート
の動きによって５億年かけて現在の場所まで移動してきた。 
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＜参考資料＞ 

〇学習シート（12月３・５日・・・６・７時間目，12月５日・・・８時間目） 
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４ 授業実践紹介 

久慈市立侍浜中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 五 林 遥 

１ 日 時 令和３年 11月２日（火） 

２ 学 級 １年Ａ組（男子５名 女子４名） 

３ 単元名 大地の成り立ちと変化 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習活動等 評価基準・方法等 

１ ・流れる水のはたらきについて理解する。 

・岩石が風化、侵食されできたれき・砂・泥は、

流れる水のはたらきで運搬され、流れの緩や

かな場所で堆積することを理解している。 

２ 

３ 

・身近な地層（半崎の野田層）を観察し、

記録する。 

・流れる水のはたらきでできた層だけでな

く、石炭、火山灰の層などがあることを

理解する。 

・適切な方法で地層の観察をし、観察したこと

やガイドの話をもとに、どのようなものが堆

積した地層なのかを記録している。［記述分

析、行動観察］ 

４ 

（本時） 
・流れる水のはたらきで、れき、砂、泥が

粒の大きさごとに堆積することを見い

だして表現する。 

・流れる水のはたらきにより、れき、砂、泥が

粒の大きさごとに堆積することで層ができ

ることを、実験を通して見いだし、表現して

いる。［記述分析、行動観察］ 

５ 

・流れる水のはたらきで、粒の大きいもの

から先にしずむと、海岸に近い方かられ

き、砂、泥の順で堆積することを見いだ

す。 

・実際の川に近いモデルで実験を行い、粒が小

さいほど遠くまで運ばれることを見いだし、

表現している。 

６ 

・堆積岩の観察を通して、堆積岩の種類や

特徴を知り、どのような環境でできたの

かをさぐる手がかりになることを理解

する。 

・堆積岩のでき方や特徴について理解してい

る。 

７ 

・化石の種類や特徴から、地層が堆積した

環境や時代を推定できることを理解す

る。 

・化石のでき方や特徴について理解し、地層に

含まれる化石をもとに、地層が堆積した環境

や時代を推定できることを理解している。 

８ 
・大地の変動によって、大地が隆起したり、

曲がったりすることを理解する。 

・プレートの移動による大きな力によって、隆

起や沈降、しゅう曲が起こることを理解して

いる。 

９ 
・様々な柱状図をもとに、地層の重なり方

や広がり方を推測する。 

・異なる地点の柱状図を比較して、地層の重な

り方や広がり方を推測している。［記述分析、

行動観察］ 

10 

11 

・異なる地点の地層（野田の大唐の倉）を

観察し、記録する。 

・半崎の野田層との大唐の倉は過去につな

がっていた同じ地層であることから、地

層の広がりを理解する。 

・2つの地点の地層を比較して、地層の広がり

を理解している。 

・地層の重なりと過去のようすを関連付けて考

えようとしている。 

［記述分析、行動観察］ 

 定期テスト ［ペーパーテスト］ 
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５ 本時の学習 

（１）目標 

流れる水のはたらきにより、れき、砂、泥が粒の大きさごとに堆積することで層ができるこ

とを、実験を通して見いだし、表現することができる。                    

（２）評価基準 

  【思考・判断・表現】 

流れる水のはたらきにより、れき、砂、泥が粒の大きさごとに堆積することで層ができるこ

とを、実験を通して見いだし、表現している。 

（３）展開 

 

学習活動 指導上の工夫・留意点 

導
入
6
分 

１.前時までの復習（2 分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２.学習課題の設定（4 分） 
 
 

・前時までのスケッチを見返し、「れき」「砂」「泥」「石炭」

「火山灰」の層があることを確認する。 
・れき、砂、泥は粒の大きさで分類されていることを確認

する。 
 
 
 
 
 
 
 
          

 ※前時に観察した「半崎の野田層群」 
 

 
 

展
開
40
分 

３.本時の見通し（1 分） 
・予想→検証→ゲストティーチ

ャーから地層のでき方を聞く 
 
 
 
 
 
 
 
 
４.予想 
・個人（3 分） 
・全体で共有（1 分） 
 

・予想を立てながら、検証できそうなことに関しては実験

を行って確かめていくことを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・れき・砂・泥が粒の大きさの違いで層になっていること

に疑問をもたせる。 
 
 
 

地層はどのようにできるのか。 
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５.検証（14 分） 
・コップ 1 杯分の土砂をペット

ボトルに流し、どのように堆

積するのかを観察する。 
・3 回程度くり返し、規則性がな

いか考える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・粒が大きいと先に沈みそうだという推測をした上で検証

させる。 
 
 
 
 

６.考察 
・個人（2 分） 
・考察したことをもとに、グル

ープで予想を見直し、自分達

の考えをホワイトボードに

まとめる（3 分） 
・全体で共有（2 分） 
 
７.まとめ（4 分） 
・全体の考えをまとめる。 
 
 
 
 
   
 

・検証の目的を全体で再確認し、記入させる。 
・書き出せない生徒を支援する。 
◇【思考・判断・表現】 
 流れる水のはたらきにより、れき、砂、泥が粒の大きさ

ごとに堆積することで層ができることを、実験を通して見

いだし、表現している。〔ワークシートの記録〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

〇火山灰の層    ： 過去に火山が噴火し、火山灰が降り積もってできる 
〇石炭の層     ： 植物が埋まってできる 
〇れき、砂、泥の層 ： 水の流れのゆるやかな場所で、れき、砂・泥が粒の

大きいものから順に堆積してできる 
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終
末
４
分 

８.三陸ジオパーク認定ガイド田

髙さんのお話（10 分） 
・半崎の野田層群の地層がどの

ようにできたのか、話を聞く 
 
 
 
９.振り返り（3 分） 
・振り返りシートに記入する。 
 
 
 
 
10.次回予告（1 分） 
・れき、砂、泥の横の広がりに

注目する。 

・半崎の野田層群の地層は、れきの層や砂・泥の層が今回

の実験のように同じ時期にできた層ではなく、それぞれ

時間をかけてゆっくりできた層であることを確認する。 
 
 
 
 
・地層のでき方は 1 つではなく、様々な要因が関わってい

ることや、今後も調べる価値があることに気づかせる。 
・地層のでき方を推測してみての感想や、この授業でわか

ったこと、わからなかったこと、不思議に思ったことな

どを記入させる。 
 
・本時の実験は縦に堆積していくモデルだったが、横に広

がりをもって堆積していく場合もあることに気づかせ

る。 
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４ 授業実践紹介 

宮古市立宮古西中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 佐々木 さやか 

１ 日 時 令和３年 11月 9日（火） 

２ 学 級 ３年Ａ組（男子 13 名 女子 17名） 

３ 単元名 人間と環境（地球と私たちの未来のために [地域とつながる]自然災害と地域のかかわ

りを学ぶ） 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習活動等 評価基準・方法等 

１ 

・自分たちの住む地域に起こった過去

の災害について知る。 

・ハザードマップをみて自分たちの地

域の津波の浸水域や土砂災害による

危険区域を読み取る。 

・過去に起こった津波の痕跡がどのよ

うな形で残されているかを考える。 

・自分たちの住む地域で過去に起こった自然災害

について知り、資料から災害に関する事物・現

象について情報を収集しようとしている。 

・防災について意識を高めようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

【留意点】 

・学区や市街地など生徒の生活圏内のハザードマ

ップを用いてイメージしやすくする。 

・過去の震災から防災の大切さに気付き、関心を

高めさせる。 

２ 

３ 

・現地ガイドの指導のもと実地調査を

行う。 

・イベント堆積物の層の特徴を理解し、

津波が何度押し寄せたかを推測でき

ることを知る。 

・自然災害が記録されている地層の観察から、津

波によってできた層を確認できることに興味

を持ち、視点をもって観察をしている。 

・イベント堆積物の層から津波の回数を推測でき

ることを理解している。 

[行動観察・記述分析] 

【留意点】 

・実地調査の活動では、イベント堆積物の層に含

まれる堆積物の形や種類などの特徴に着目さ

せながら観察させる。 

４ 

（本時） 

・調査結果をもとに，剥ぎ取り標本か

ら過去 7000 年間に押し寄せた津波

の回数を推測する。 

・デジタルマップから過去の浸水域を

読み取り、地震の規模との関係を考

える。 

・イベント堆積物の層の特徴を理解して、科学的

に考え、判断し、押し寄せた津波の回数から地

震の発生回数を推測できる。 

・地震の規模や震源地などから、津波の浸水域の

広がりについて科学的に考えている。 

[発言分析・記述分析] 

【留意点】 

・イベント堆積物の層が何層あるかを判断できる

ように特徴を捉えさせる。 

・地震の規模の大きさと震源地の場所が近いこと

に着目させる。 

５ 

・ハザードマップなどを用いて、自分

の住む地域に起こる災害に対しての

日ごろの備えなどを考え、防災への

意識を高める。 

・自分の住む地域に起こる災害の特徴を捉え、日

ごろの準備として警報などが発令されたとき

の対策を科学的に考えている。 

 [記述分析] 

【留意点】 

・これまでに学習してきた内容を想起させ、防災

のためにできることやその時の行動について

ハザードマップから読み取れるようにする。 
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５ 本時の学習 

（１）目標 

・イベント堆積物の層の読み取りと、過去の津波の浸水域のデータをもとにして、地域の自然

災害の特徴を見出す。                    

（２）評価基準 

 おおむね満足できると判断される

状況 
評価方法 支援を要する生徒への支援の手立て 

思 
考 
・ 
判 
断 
・ 
表 
現 

イベント堆積物の層の読み取り

と、過去の津波の浸水域のデータを

もとにして、地域の自然災害の特徴

を見出して表現している。 

・発言 

・ワークシート

への記入状況 

・地層に含まれる粒の形に注目させ、

同じような層が何層あるかを考えさ

せる。 

・過去の浸水域が南北にどのくらい広

がっているかを考えさせる。 

 

（３）展開 

 学習活動 指導上の工夫・留意点 

導 

入 

５ 

分 

１．前時の確認 ・イベント堆積物の層に含まれる礫の形のちがいや、含まれるも

の(貝殻など)について確認させる。 

・フィールドワークで観察した地層の写真から堆積物の層が何層

あったか確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※前時に観察したイベント堆積物（宮古市荒巻浜） 

展 

開 

40 

分 

２．観察・調査 

 ①剥ぎ取り標本を観察す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・班に年代が違う剥ぎ取り標本を１つ渡し、観察させ、ワークシ

ートに記録させる。なぜそう思ったかの理由もつけさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・説明できるように根拠を明確にさせる。 
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②３つの津波の浸水域につい

て調べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．考察 

 観察、調査の結果からわか

ったことを話し合う。 

・各班のデータを合わせて約 7000 年の間に押し寄せた津波の回

数を全員で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・明治大震災、昭和大震災、東日本大震災の３つの震災の浸水域

を比較させる。 

・南北にもどのくらい広がっているか注目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・剥ぎ取り標本から分かること、浸水域の広がりから分かること

をそれぞれ考えさせ、２つのことからどんなことがいえるのかを

考察させる。 

 

 

 

ま 

と 

め 

５ 

分 

４．まとめ 

 

 

５．振り返り 

・本時のまとめをする。 

 

 

・前時と本時の授業でどんなことを考えたか、今後の生活にどん

なことを生かしていけるかを考えさせ、振り返らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ：三陸沖を震源とする津波をもたらす大きな地震は何度も発生している。 

 

＜書かせたい考察内容＞ 
・津波が何度も起きていることから、地震は何度も発生すること。 
・大きな地震が発生すると浸水域が広くなること。 

課題：過去の津波の痕跡からどんなことがわかるだろうか。 
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＜参考資料＞ 

〇板書計画 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
〇学習シート（本時） 
 
 

課題：過去の津波の痕跡からどんなことがわかるだろうか。 

円れき      

混ざっている 

角れき        ↳イベント堆積物の層 

①観察した地層には何層？ 

②剥ぎ取り標本の地層には何層？ 

１班： 本 ２班： 本 ３班： 本 

 ４班： 本 ５班： 本 計  本 

                    

 
 

過去の震災→明治三陸地震津波、昭和三陸震災津波、

東日本大震災津波 

浸水域は？ 

スクリーン 

※プロジェクターで画像などを 

映しながら行う。 

各地震の震

源地がわか

る画像 

まとめ 

三陸沖を震源とする津波をも

たらす大きな地震は何度も発

生している。 
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４ 授業実践紹介 

北上市立北上北中学校 理科学習指導案（略案） 

指導者 佐藤 玲子 

１ 日 時 令和３年 11月４日（木） 

２ 学 級 ３年 B組（19 名） 

３ 単元名 人間と環境 

４ 単元の指導計画（学習内容・学習活動） 

時数 学習活動等 評価基準・方法等 

１ 

・身近な自然環境を調査する方法につ

いて理解する。 

・人間の生活が身近な自然環境にどのような影響

を与えているか適切に調査し、その結果を記録

する。 

２ 

・身近な自然環境に与えている影響に

ついて分析解釈して考察する。 

・調査等の活動を振り返り、新たな疑問や課題を

見いだして、進んで探求しようとする。  

３ 

・地球の表層は、さまざまな自然現象

の影響によって、恩恵と災害を受け

ていることについて理解する。 

・それぞれの自然災害について、その特徴や災害

が発生する原因を理解する。 

４ 

（本時） 

・自然の中で生活するためには、地域

の自然災害を知り、防災・減災に取

り組む必要があることを理解する。 

・自然の中で生活するためには、地域の自然災害

を知り、防災・減災に取り組む必要があること

を理解する。 

５ 

・地域の自然災害の調査をする。 ・地域の自然の特徴や過去の自然災害、および災

害に対する取り組みについて、多様な情報を活

用し、整理する。 

６ 

・過去の地域の自然災害と自然の特徴

との関係や、防災・減災について考

察する。 

・得られた結果を分析して解釈し、身近な自然の

特徴と過去に発生した自然災害を科学的に考

察し、表現する。 

７ 

・地球規模の環境問題について発表す

る。 

・資料をもとに、地球規模で進んでいる温暖化に

ついて、多面的に理解する。      

８ 

・前時に学習した地球温暖化を想起さ

せ、他の環境問題について知ってい

ることを発表させ、自然環境の保全

について考えようとしている。 

・人間の活動が、地球規模で自然環境へ影響を及

ぼしていることを理解し、自然環境を保全する

ことの重要性を理解する。         

 

 

 



- 30 - 
 

５ 本時の学習 

（１）目標 

・自然の中で生活するためには、地域の自然災害を知り、防災・減災に取り組む必要があるこ

とを理解する。                    

（２）評価基準 

  観 点          評 価 規 準 見取りの方法 

知識・技能 
自然の中で生活するためには、地域の自然災害を

知り、防災・減災に取り組む必要があることを理

解する。 

グループ活動における観察 
ワークシート 

 

（３）展開 

 学習活動 指導上の工夫・留意点 

導 

入 

５ 

分 

１．前時までの学習内容の確

認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．課題の把握 

・陸前高田市における自然現象の恩恵と災害を振り返る。 

（恩恵：豊かな海産資源、観光資源） 

（東日本大震災、チリ地震津波、明治・昭和の大津波） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※事前授業での高田松原津波復興祈念公園見学 

 

 

 

 

展 

開 

40 

分 

３．資料等を見ながら、自然

から受けている恩恵と災害に

ついて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが住んで生活している北上市では、どのような自然災害が発生している

のだろうか。  
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４．北上川流域ではなぜ水害

が多いのか考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．北上市で起きた災害や、

防災について取り組んでいる

ことを聞く。 

 

・地図から川の特徴に注目させる 

・雨の降水量の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ゲストティーチャーの話を聞く。 

 

 

 

 

終

末 

５ 

分 

６．本時のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．振り返りと次時の予告 

（1）ワークシートにわかった

ことや気付いたこ 

とを記入する。 

(2) 次時の予告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※北上市洪水・土砂災害ハザードマップ 

    

・各班から１～２名発表させる。 

 

 

 

 

      北上市では、北上川の氾濫による水害が何度も起きている。いざという時

に備え、ハザードマップの作成・配布や防災の取り組みを行っている。                                                    
まとめ 
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＜参考資料＞ 

〇学習シート（本時） 
 ※項目ごとに抜粋 
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５ デジタル教材の活用授業展開例 

岩手県公式動画チャンネル三陸ジオパーク VR動画や三陸ジオパークオフィシャ 

ル webサイトの写真等を活用した授業展開例を紹介します。 

理科学習指導案（略案） 

１ 単元名 大地の変化 
２ 本時の学習 
（１）主題 土地における大地の変化の歴史を推測する。 
（２）目標 

露頭の写真や映像から，地層を形成する構成物や地層の重なり方や広がり方の規則性などを
見いだし，その土地における大地の変化の歴史を推測できる。 

（３）指導構想 

地層から大地の歴史を探る授業づくりをする上で，時間の確保や観察時の安全面の配慮等の

ために露頭観察を設定することが難しい場合がある。本時は，岩手県公式動画チャンネル三陸

ジオパーク VR動画（三王岩）や三陸ジオパークオフィシャル webサイトの写真等を活用しなが

ら授業を構想する 

三王岩は，白亜紀（１億年頃前頃）の海に堆積してできた砂岩や礫岩（宮古層群）から構成

されている。前時までに，地層の重なりと過去の様子については，教科書の内容をもとに基本

的な概念や原理についての学習を行った。本時は，既習内容と関連付けながら，地域素材であ

る三王岩の成り立ちについて考えを深めるための学習を展開していく。 

（４）展開 

過程 学習活動 ○指導上の工夫（留意点）   ☆評価 

 

 

 

導 

入 

５ 

分 

１ ３つの岩の

つながり（関

係性）につい

て関心を持つ 

 

 

 

 

２ 学習課題を

設定する 

○前時の学習に引き続き，  

本時は地層の重なりと 

過去の様子について考 

える時間であることを 

伝える。 

○三王岩の映像（岩手県 

公式動画チャンネル三 

陸ジオパークＶＲ動画） 

と写真（三陸ジオパー 

クオフィシャルｗｅｂ            

サイト）を提示する。          【三王岩】 

 

 

 

展

開 

30 

分 

 

３ 予想する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 写真を見な

がら，地層の

特徴を記録す

る。 

 

○岩石のつくりに着目して，３つの岩 

 のつながり（関係性）についてどの 

ようなことがわかるかを話し合わせ 

る。着目点は，岩 

石の地層がどんな 

順序で堆積してい 

るか，それぞれの 

地層はどんな構成 

物でできているか。 

  【女岩(高さ 23ｍ)  男岩(高さ 50m)  太鼓岩(高さ 17ｍ)】 

○それぞれの岩石の写真を見ながら，地層のようすをスケッチし，特徴を 

記録させる。 

（写真：宮古市ホームページ＞宮古の自然歩道を歩こう＞三王岩） 

 

隣り合う３つの岩石の地層の重なりから，どんな過去の様子を推測することができるか 

https://www.youtube.com/channel/UCAOK7Ye2m6fL3WG2vW7fcxQ
https://www.youtube.com/channel/UCAOK7Ye2m6fL3WG2vW7fcxQ
https://www.city.miyako.iwate.jp/index/kanko/shizenhodou.html
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５  観察の結

果，確認でき

た事実を発表

する。 

○観察結果（着目点を基に）を発表させる。 

   

女岩 男岩 太鼓岩 

・斜めに傾斜した縞模様がある。 

・男岩，女岩に見える地層の傾斜と海岸の断崖

の傾斜を比べると，それらの傾斜が同じ方向

に続いている。 

・太鼓岩の縞模様は全

く違う向き（ほぼ垂

直）にのびている。 

・砂岩やれき岩（宮古層群，白亜紀）で構成されている。 
 

 

 

 

 

終

末 

15 

分 

６ それぞれの

地層が，どの

ようにしてで

きたか意見交

換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ まとめと振

り返りをする 

 

 

 

 

 

 

 

８ 補足説明を

聞く 

 

○これまでの学習も活用しながら，観察した地層がそれぞれどのようにし

てできたか意見交換させる。 

・男岩と女岩は，もともと陸地でつながっていた。波浪や風化に伴う侵

食により削られ，海に切り立った現在の景観になったと考えられる。 

・太鼓岩は，海岸付近の地層から落ち，現在のところに転がってきた転

石であると考えられる。 

○岸沿いの遊歩道を歩くと，途中までは三王岩のような縞模様ではなく，

割れ目の発達したゴツゴツした岩でできていることを，動画や静止画等

を提示しながら紹介する。 

 

【動画や静止画で紹介】 

○隣り合う３つの岩石の地層の重なりから，過去の様子として推測できる

ことをまとめさせ，発表させる。 

・（男岩と女岩に見られる水平に近い地層の傾きが周辺の崖のものと同じ

ことから，）男岩と女岩はかつては周囲とつながっていて，波や風の侵食

によって削り残されたものである。 

・太鼓岩だけは地層の傾きが異なっているので，近くから転がってきた。 

・宮古層群が堆積する前の北上山地の土台を造った火山活動の痕跡で，

激変の時代から穏やかな海（宮古層群の時代）への変化を示している。 

 

○三王岩の成り立ちについて，補足説明をする。 
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＜授業づくりの参考資料＞ 

１ 副読本の活用について 

岩手県は,「三陸ジオＢООＫ」（三陸ジオパーク副読本）を,令和２年度～４年度に

県内中学１年生に配付しました。これまでに各校において,副読本を活用した創意工夫

のある授業実践が行われています。ここでは，副読本の活用参考例を紹介します。 
(1)  教員自身の活用 

各市町村にどんな「地域教材」があるかが副読本に掲載されているので，授業

で「地域教材」を扱う際の参考になります。掲載ページには，マップ，写真，解

説等があるので教材研究の参考になります。 
(2) 「ジオ関連用語集」，「三陸ジオパーク露頭ＩＮＤＥＸ」の活用 

「ジオ関連用語集」には，教科書にない専門用語も掲載されているので補足説

明の参考になります。また，生徒自身が自主的な学習を進める際の参考になりま

す（教科書にある用語については，教科書の用語説明を優先させてください）。 
「三陸ジオパーク露頭ＩＮＤＥＸ」は，地層観察に適した「ジオサイト」が「ど

の市町村にあるのか」，「年代（ジオサイトが形成された）」，「分類（どんな特徴

があるのか）」，「副読本掲載ページ」を確認できる一覧になっています。例えば，

教科書で「火成岩」を学習する際，ＩＮＤＥＸの「分類」から，「花こう岩」や

「深成岩」などのキーワードを検索し，掲載ページで「火成岩」を確認すること

ができます。 
(3)  ＩＣＴ機器の活用 

副読本に掲載している「ジオサイトや露頭」等を，三陸ジオパーク協議会や各

市町村等の Webサイトで閲覧することができます。本参考資料の 37～39ページ

を参考にしながら，資料や動画等を生徒がＩＣＴ機器で視聴しながら情報収集し

たり、大型提示装置に映して学級全体で共有したりする授業展開が考えられます。 

(4)  生徒自身の活用 

副読本を授業で活用するのはもちろんのこと，家庭に持ち帰らせて副読本の内

容を家族と共有させることができます。ジオサイト掲載場所に訪問した際に役立

つ「ガイドブック」の役目も果たします。ジオサイト訪問については，危険が伴

う場合もあるので，「保護者と一緒に」等，「保護者の責任のもと」で訪問するよ

うに指導することが大切です。 
(5)  ジオパーク関連施設の活用 

 副読本には，博物館やビジターセンター等のジオパークを学べる関連施設が掲

載されています。校外学習での施設訪問，校内で学習を進める上で役立つジオパ

ークパンフレット等の資料準備相談，ゲストティーチャーを招くための手続きを

するための参考になります。 
(6)  「三陸ジオ露頭カード」の活用 

「三陸ジオ露頭カード」には，三陸ジオサイトにある「岩石」・「露頭」・「地層」・

「化石」や「年代」が示されています。例えば，副読本にある「地球の地質年代

表」には各年代が示されているので，授業で「生徒が紙面上にカードを年代別に
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並べる活動」取り入れると，時間的な見方を働かせながら各ジオサイトを確認す

ることができます。 
また，副読本にある「三陸ジオパーク主なサイト位置図」にはサイトの全体図

が，「岩手のジオ 10の宝物」には岩手県の地質図が示されています。これら２つ

の紙面上に，「生徒がカードを該当する場所に並べる活動」を取り入れると，地

層の広がりや形成年代のつながり，化石分布等の時間的・空間的な見方を働かせ

ながら学習を進めることに役立ちます。さらに，「地球の地質年代表」と「三陸

ジオパーク主なサイト位置図」を横に並べてみると、時間的・空間的な見方を同

時に働かせることができます。 
(7) 平成 27年 3月発行「三陸ジオパーク副読本」（教師用）の活用 

「三陸ジオパーク副読本」（教師用）が平成 27年３月に発行されており,デジタ

ルブックを公開しています（下記参照）。令和２年度～４年度に発行された「三陸

ジオＢООＫ」（三陸ジオパーク副読本）に掲載されていない内容も掲載されてい

ますので，平成 27年 3月に発行された教師用の資料（下図は教師用資料の 34ペ

ージ）も併せて活用することができます。 

 
また，令和４年３月発行「三陸ジオ BOOK」（三陸ジオパーク副読本）のデジ

タルブック・PDF は，下記で閲覧及びダウンロード等ができます。 
   【デジタルブック】 
    http://digibook.safekeeping.jp/geo/2022/ 
   【PDF】 
        http://digibook.safekeeping.jp/geo/book2022.pdf 
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２ 動画・映像等の活用について 

〇 岩手県公式動画チャンネルの活用 

 
① 右側ＱＲコードでアクセスすると②のページにつながる。 

「検索エンジン」で検索する場合は，「岩手県公式動画チャンネル」を入力する。 
次に，下図のページのように「三陸ジオパーク」を入力し検索する。 
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② 下図の動画チャンネルから，いずれかを選択する。 

 

③ 画面の右側に様々なチャンネルが出てくるので，視聴したい動画を選択する。 

 

④ ＶＲ動画なので，画面左上の方向を示すアイコンを操作すると，視点を 360°変化させること 

ができる。 
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３ 三陸ジオパーク推進協議会ホームページ掲載の資料活用 

 

ジオパークの視点を

授業で扱うときは，協

議会のホームページ

掲載内容を参考にす

ることができる。 
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４ 岩手県立博物館資料の活用 

平成７年３月に岩手県立博物館が発行した「化石にみる自然史誌」（右図）は，第 40回企画展

図録です。実物を肉眼でみることがに重要ですが，本資料の内容を授業で資料提示することによ

って，この分野への興味をさらに深めさせることもできます。ここでは，４～５ページの新生代

の貝類化石（下図）と図録の裏表紙に掲載している岩手県化石マップ（次ページ）を掲載します。

本図録の活用について興味のある方は，下記までご連絡ください。 
岩手県立総合教育センター 理科教育担当 

E-mail kagaku-r@center.iwate-ed.jp 

 
 
 

 
 
 
   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※県立博物館要確認 

mailto:kagaku-r@center.iwate-ed.jp
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岩手県化石マップ 
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５ 岩手県立総合教育センターWebページの活用 

 右側のＱＲコードでアクセス，または下記のように検索入力すると，岩手県化石 
マップや露頭・化石例を入手できる。博物館の図録資料と併せて活用すると，岩手 
県内各地で化石が発見されていることから，岩手県の大地の成り立ちや大地の歴史 
について説明がしやすくなる。 
岩手県立総合教育センター＞理科教育担当＞地学・地球＞高校「地学基礎」サポート資料＞ 

07巻末資料＞岩手県内化石マップ 

http://www1.iwate-ed.jp/tantou/kagaku/h26_chigakukiso/chigakukiso.html 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

http://www1.iwate-ed.jp/tantou/kagaku/h26_chigakukiso/chigakukiso.html
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